
No. 1

27 － 10
24 － 20
18 － 12
16 － 20

－
－
－

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 34 1 13 5 1 3 - - - -

0 0 0 0 0 4 * 10 0 4 2
0 0 0 0 0 5 * 3 1 0 0

* 0 0 0 0 1 6 * 2 0 1 0
0 0 0 0 1 7 * 41 1 15 8

* 21 2 7 1 1 10 - - - -
* 5 0 2 1 4 11 - - - -

9 1 3 0 0 12 - - - -
* 12 0 5 2 5 13 2 0 1 0

- - - - - 14 - - - -
2 0 1 0 0 19 - - - -
- - - - - 24 * 4 0 2 0
- - - - - 25 - - - -
- - - - - 31 - - - -
2 0 1 0 0 88 0 0 0 0
     
          
          
          
          

 
85 4 32 9 13 62 2 23 10

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

●

-
-

堀内 純 

古川　聖翔 ：岡山　宣親

主審：

副審：

 

F

担当者：池田 （高体連）
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徳島県バスケットボール協会
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 浦川　萌花 

 
 

 

 相坂　朋佳 

  

 岡本　梨華子

コーチ

0
-
-

選手名

2

1

選手名

 田井　友里也
 三好　ひより

 加藤　寿梨 

-
1

3
2
-

 富田　帆海

 大上　咲来
 牧　彩華
 大磯　菜月
 住友　珠莉

　両チームともハーフコートマンツーマンでスタートする。１Q開始済美④宇和が鋭いドライブからバスケットカウントワンスローを決め、そこから済美が
フルコートの２－２－１DFを展開する。２回のターンオーバーを誘発し、⑨加藤や⑫浦川の連続得点で流れをつかむ。残り８分４秒、９対０で済美リード
となり高松南タイムアウト。その後も流れが変わることなく、２７対１０済美リードで１Q終了。２Q以降、高松南④田井⑦林がスペーシングによりフルコー
トゾーンに対応するなどオフェンスの起点となり、得点を重ねて流れを渡さない。その後は互いに一進一退の攻防が続いて前半が終了し、済美５１点
高松南３０点で折り返す。
　後半、両チームともDFの形を変えずにスタートする。ともに無得点の時間が続くが、残り８分ほどに高松南⑦林が果敢なドライブからのフリースロー、
その後のリバウンドシュートにより点差を縮める。対する済美も⑪藤岡⑫浦川の連続得点で返す。残り２分１１秒で済美６５点高松南４２点となり高松
南タイムアウトをとるが、済美は２－２－１の強度を上げ簡単に主導権を渡さないまま３Qが終了した。４Qは高松南も頑張りを見せるが、済美も譲ら
ず、リードを守り８５対６２で高松南を下した。

 大川　愛琉乃 

スターター

 

3ポイントシュート

- 村上　椎菜 

  

 

4
5
6
7
8

 向井　未来乃 
 濱浦　麻未 

済美

 

10

 

期　　　日： 2022(R04)年6月19日 (日)

開始時間： 09:00

85
○

(香川)

15
 森　夕奈 
 小森　心湖 

 宇和　唯 
 宮内　奏 

11
12

9

 藤岡　すみれ 
 石川　音弥 

 谷岡　柚芽
 林　優芽

 大島　三果

 金生　愛梨
 中村　優羽

(愛媛)

 白川　桃羽 

 加藤　愛来 

 小倉　桃音

 辨木　芽生

高松南

2ポイントシュート

 中川　香一郎  / TEAM
 

FT:

合計合計
 山下　浩二 / TEAM

 
 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

　　　
第75回四国高等学校バスケットボール選手権大会

鳴門アミノバリューホール　Aコート

女子 準決勝
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